
 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①① 

 

○教師にとって 

 ⇒ ・最終目標を設定することにより、授業で目指す内容が明確になる。 

   ・単元導入時に単元最後の活動を児童に提示することが可能になる。 

   ・一回一回の授業のめあてを明確にすることができる。 

○児童にとって 

⇒ ・単元の最後に、どのような活動をするのかイメージをもつことができる。 

  ・学習内容の目的が明確になる。 

  ・一回一回の授業の学習内容により必然性を感じることができる。 

  ・単元末には、自分自身の変容を感じることができる。 

単元計画作成のメリット 

 

 

 

 

STEP１：単元ゴールを明確にする 

STEP２：（第５～４時）友達と協力しながら活動をするコミュニケーション活動 

STEP３：（第３時）英語の表現を使いながら友達とやりとりをして慣れ親しむ活動 

STEP４：（第２時）新しい語彙や表現に慣れ親しむ活動 

STEP５：（第１時）新しい語彙や表現の導入   

単元計画はバックワードデザインで作る！ 
単元のゴールを明確にしてから、単元末から第１時へ逆向きに授業プランを作る。 

単元計画作成の方法 

 

単元計画の構成 

第１時  語彙・表現の導入 

第２時  語彙・表現の練習（ゲーム等） 

第３時  語彙・表現を使った活動 

気付き 

第４～５時  単元末のコミュニケーション活動 

慣れ親しみ 


